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有価証券の時価等情報 （単位：百万円）

貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」、「預け金」中の譲渡性預け金を含めて記載しております。
●売買目的有価証券

平成29年9月末 平成30年9月末
中間貸借対照表計上額 中間貸借対照表計上額

子会社・子法人等株式及び関連法人等株式  
非 上 場 株 式 318 318
組 合 出 資 金 280 567

そ の 他 有 価 証 券
非 上 場 株 式 944 950
組 合 出 資 金 94 121
事 業 債 － 0

●時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券の主な内容及び中間貸借対照表計上額

　平成29年９月末及び平成30年９月末ともに該当ありません。
●満期保有目的の債券

種　類
平成29年9月末 平成30年9月末

中間貸借対照表
計上額 取得原価 差　額 中間貸借対照表

計上額 取得原価 差　額

中間貸借対照表計上額が
取 得 原 価 を 超 え る も の

株 式 14,133 8,662 5,470 14,692 8,465 6,226
債 券 183,285 178,790 4,494 154,574 151,321 3,253

国 債 85,427 82,661 2,766 65,484 63,521 1,962
地 方 債 9,747 9,342 404 9,621 9,338 283
短 期 社 債 － － － － － －
社 債 88,110 86,786 1,323 79,468 78,461 1,007

そ の 他 54,282 52,100 2,182 40,408 38,749 1,658
外 国 債 券 37,896 37,021 874 25,053 24,684 368

小　　計 251,701 239,553 12,147 209,675 198,536 11,138

中間貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株 式 2,737 2,984 △ 247 2,782 3,139 △ 357
債 券 29,110 29,342 △ 231 47,053 47,327 △ 273

国 債 944 994 △ 50 1,915 1,979 △ 63
地 方 債 1,687 1,698 △ 10 1,497 1,499 △ 2
短 期 社 債 － － － － － －
社 債 26,478 26,648 △ 170 43,641 43,848 △ 207

そ の 他 33,010 33,984 △ 974 60,153 62,256 △ 2,102
外 国 債 券 8,539 8,639 △ 100 26,615 27,217 △ 602

小　　計 64,858 66,311 △ 1,452 109,989 112,723 △ 2,734
合　　　計 316,559 305,865 10,694 319,664 311,260 8,404

（注） 中間貸借対照表計上額は、各中間期末日における市場価格等に基づく時価により計上したものであります。

●その他有価証券

金銭の信託の時価等情報  （単位：百万円）

平成29年9月末 平成30年9月末

中間貸借対照表計上額 当中間期の損益に
含まれた評価差額 中間貸借対照表計上額 当中間期の損益に

含まれた評価差額
運 用 目 的 の 金 銭 の 信 託 1,208 28 1,190 29

（注） 上記目的以外の金銭の信託はありません。

●売買目的有価証券

　平成29年９月末及び平成30年９月末ともに該当ありません。
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デリバティブ取引情報 

◇ 取引の状況に関する事項

◇ 取引の時価等に関する事項

●取引の内容
　当行が行っているデリバティブ取引には、通貨関連では、為替予約取引、株式関連では、株価指数先物取引、株価指数オプション取
引、株券オプション取引、債券関連では、債券先物取引及び債券店頭オプション取引があります。
　
●取引に対する取組方針
　当行のデリバティブ取引は、お客さまのニーズに応じた商品の提供と保有資産及び負債に対する金利・為替等の変動リスクのコント
ロールを目的に取り組んでいるほか、一定のルールに従って運用益獲得目的による取引も行っております。
　
●取引の利用目的
　当行は、主に金利や為替等の相場変動にさらされている資産に係るリスクを回避する目的としてデリバティブ取引を活用するととも
に、短期的な売買についても一定の取引限度額を設定し取り組んでおります。また、外貨建債権債務については将来の為替や金利変動
の回避及び外貨資金の安定調達を目的として通貨関連取引を利用しております。
　
●取引に係るリスクの内容及びリスク管理体制
　デリバティブ取引には、市場リスクと信用リスクが存在します。市場リスクとは、取引対象物の価格等の変動により発生する可能性
がある損失を指し、具体的には、金利関連取引における市場金利の変動によるリスクや、通貨関連取引における為替相場の変動による
リスク等が挙げられます。信用リスクとは、取引相手の契約不履行により発生する可能性がある損失を指します。
　当行は、各運用資産の運用基準等規定に基づく取り扱いを行うとともに、上記リスクの把握とコントロールに努めております。デリ
バティブ取引においても規定に沿って各種取引のポジションコントロール、ＡＬＭにおけるヘッジに取り組むとともに担当部署が毎月
リスク管理委員会に報告を行っております。

●金利関連取引
　平成29年９月末及び平成30年９月末ともに該当ありません。

●株式関連取引
　平成29年９月末及び平成30年９月末ともに該当ありません。

●債券関連取引
　平成29年９月末及び平成30年９月末ともに該当ありません。

●商品関連取引
　平成29年９月末及び平成30年９月末ともに該当ありません。

●クレジットデリバティブ取引
　平成29年９月末及び平成30年９月末ともに該当ありません。

●通貨関連取引 （単位：百万円）

区　分 種　　類
平成29年9月末 平成30年9月末

契約額等 時　　価 評価損益 契約額等 時　　価 評価損益うち１年超 うち１年超

店頭 為 替
予 約

売 建 16,204 － △  307 △  307 16,010 － △  362 △  362
買 建 242 － 4 4 193 － 5 5

合　　　計 △  303 △  303 △  356 △  356
（注） 1.    上記取引については時価評価を行い、評価損益を中間損益計算書に計上しております。
 2.    時価の算定　　割引現在価値等により算定しております。
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